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史上最長のいなり寿司を慎重な手つきで持ち上げます

　１月 29日、笠間公民館で「かさま環境フォー
ラム 2011」が、地球環境の保全と豊かな自然環
境を次世代へ継承していくことを目的に開催さ
れ、多くの市民が参加しました。
　「未来のために今できること」をテーマに、箱
田小学校・関東セキスイハイム工業（株）・ビオ
トープ天神の里を作る会による事例発表や「地
球と環境と私」と題する宮崎緑さん（千葉商科
大学政策情報学部学部長）の講演が行われ、参
加した人々は環境への認識を深めていました。
　

新記録を達成！史上最長の
そばいなり寿司巻き
　２月６日、笠間稲荷神社の参道で「笠間初午
いなり寿司まつり」が開催され、親子連れなど
約 200 名が参加し、史上最長のそばいなり寿司
巻きに挑戦しました。
　長ーいテーブルに油揚げ、常陸秋そば、卵、
舞茸、きゅうりなど笠間産の食材を並べて巻く
と、合図でいっせいに持ち上げ、５秒数えました。
　記録は昨年を２メートル余り上回る 64.6 メー
トル。見事新記録を達成した参加者の皆さんは、
20センチほどに切り分けられた寿司を今年の恵
方の南南東に向かってほおばりました。

　農村環境の保全活動に取り組んでいる団体等
をたたえる茨城県美しい水土里づくり優良活動
表彰式が２月１日水戸市で行われ、原宿の環境
をよくする会（南友部・田中昭会長）が最優秀賞
（茨城県知事賞）を受賞しました。同会は、平成
20年に結成され、地域の環境団体と農業者が一
体となって遊休農地の解消、維持管理、雑草対
策やビオトープづくりなどの生態系保護活動に
積極的に取り組んでいます。
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優良活動表彰で最優秀賞を受賞

かさま環境フォーラム2011

箱田小の児童による取組発表の様子

　１月 28 日、友部小学校（野村享
たか

久
ひさ

校長）で
給食に使われる野菜等を生産している友部地区
の方９名を迎え、学校給食試食会が行われまし
た。この催しは、会食を通して児童たちが学校
給食への理解や地場産物への関心を高められる
ように、学校給食週間の一環として実施された
ものです。児童は２年生と４年生の各教室まで、
生産者の方々を一人ひとり案内し話を聞いた後、
一緒に給食を食べながら、楽しいひと時を過ご
しました。

生産者の方々を
学校給食試食会に招待

子どもたちと一緒においしい給食を食べる生産者

左から大平敏正さん、田中昭さん、山口市長
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農林水産大臣表彰
(2010年世界農林業センサス功績者表彰)
　打越　利治　　小林　和夫
茨城県知事表彰
　浦井　晃一　　磯　澄
　友部　進　　　山田　陽子
茨城県統計協会総裁表彰
　小磯　稔　　　青木　茂太
　菅井　久雄　　飯田　満雄
　石﨑　勝
経済産業省調査統計部長感謝状
　皆藤　純子

［茨城県統計グラフコンクール入選者］
茨城県統計協会総裁賞
　友部二小　 塩田　翔悟　　添田　龍樹
　　　　　　 畑岡　直樹
茨城県統計協会会長賞
　佐城小　 植松　美早
　南　中　 長谷川　大樹

～心のバリアフリーを目指して～
　『みんなの音楽祭』が開催される
　１月 22 日、笠間公民館大ホールにおいて市主催に
よる「第５回みんなの音楽祭」がボランティア等の協
力をいただき開催されました。この音楽祭は、市内５
つの障害者（児）施設をはじめ、身体障害者福祉協会、
手をつなぐ育成会、ボランティア演奏グループのトワ
イライト、ローサスさんが一堂に会し、障害のある人
もない人も一緒に音楽を楽しみ、音楽の力で心のバリ
アフリーを目指すために開催されているものです。
　合唱、合奏、ダンス等バリエーション豊かな発表
が繰り広げら
れ、ステージと
客席が一体と
なって楽しみ、
次回も笑顔で
会えるよう約
束しました。

平成２２年度統計功労者
表彰受賞者を紹介します

　２月５～６日、ポレポレのセントラルコートで笠間
こどもいけばな教室実行委員会（代表 畑岡澄子さん）
主催の「こどもいけばな教室作品展」が開催されました。
　この催しは年10回シリーズで開催された最終回で、
夏休みに児童たちが手づくり
した笠間焼の花器に色とりど
りの花を生けて展示しました。
　参加した児童は「緊張した
けど、きれいにできてよかっ
た」と話してくれました。

日本の伝統文化「生け花」を子どもたちへ
こどもいけばな教室が開催されました 

フラダンス発表の様子

　１月 23日、認知症標語の表彰が行われま
した。認知症を地域で理解し、支えることを
目的に、笠間市が行ったもので、中学校の協
力のもと、５名の方の標語が選ばれました。
認知症は脳の病気であると思われるところ
を、心からも見た田守德行さん（稲田）の作
品が最優秀賞となりました。
　当日は、村木敏明さん（茨城県立医療大学
作業療法学科教授）の講演会「認知症と共に
生きる」も行われ、認知症にならないための
生活等を分かりやすく講演いただき、270名
の参加者が認知症に対する理解を深めました。

最優秀賞　田守　德行
　「認知症　頭の中で忘れても

心の中で覚えてる」
優秀賞　吉田　陸
　「認知症　支える家族と　地域の輪」
佳　作　鈴木　駿汰
　「友達と家族と仲間とコミュニケーション

たのしく予防　認知症」
佳　作　佐藤　侑
　「認知症は　家族で　地域で　みんなの手」
佳　作　仙波　愛
　「仲間と一緒に趣味活動

みんなでふせごう　認知症」

認知症標語　優秀作を表彰

先生方から生け花の技術を学びました

（敬省略）

（敬省略）




